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研究のまとめ 

１ 成果と今後に向けて 

 今年度の研究実践を通して，以下の成果と課題，次年度に向けての方策が挙げられた。 

（１）成果（○）と課題（△） 

①児童生徒の夢や願いを基点とした授業づくり 

【小学部】 ○学びに向かう児童の姿を引き出す授業の実現 

△「私の応援計画」と「わかはとモデル」をつなぐ手立ての検討  

【中学部】 ○実態把握から評価・改善の流れによる生涯学習力の高まりの実感 

△地域との関わりにより得られる学びの効果の検証 

【高等部】 ○生徒の思いや願いを尊重した授業の展開 

△「私の応援計画」と「わかはとモデル」の結びつけ方 

②「わかはとモデル」を活用した児童生徒の見取り 

【小学部】 ○児童の内面に着目した見取り方の広がり  

△子どもの夢や願いに立ち返る評価の在り方  

【中学部】 ○「人とつながる」等の視点の広がりによる他の視点への作用効果 

△「わかはとモデル」の視点に分類できない出来事や内面の動きの見取り 

【高等部】 ○「わかはとモデル」の視点による生徒の具体的な姿の見取りの充実 

△卒業生へのアンケート結果の分析，検討 

③「わかはとシステム」の構築に向けて 

「わかはとモデル」の分析と改善 

○授業研究会やつながりミーティングの際に，「わかはとモデル」を活用することで，児童生徒の生涯

学習力の高まりを学校や家庭，地域の視点で見取り，教師間で分析することができた。また，「わか

はとモデル」の４つの視点を教師が様々な場面で意識できるようになってきた。 

△分析と改善を積み重ねていく中で「わかはとモデル」の４つの視点に当てはまらない児童生徒の姿

についてもみえてきた。また，資質・能力との関係性がみえないことが課題として挙げられた。 

「私の応援計画」への「わかはとモデル」の活用  

○児童生徒との面談時に，「わかはとモデル」の視点を生かし，対話を大切にすることができた。 

△保護者面談の際に，「わかはとモデル」の視点に関わる児童生徒の成長や変容を伝えることが不十分

であった。また，児童生徒本人が振り返った「私の応援計画」を次年度以降に引き継ぎ，本人が活

用できる工夫が必要であると感じた。 

校内外のつながり，卒業後のつながりの検証 

○つながりミーティングは，他学部の視点を授業づくりや授業改善に生かしたり，授業以外の様子（家

庭や地域）から児童生徒の変容を見取ったりする機会として有効であった。また，そのことで多面

的かつ複数の目による実態把握と評価が充実した。 

○アンケート調査を通して，保護者の思いや願い，卒業生の生涯学習の現状を知ることができた。 

△つながりミーティングの実施時期や回数は，わかはとシステムの構築に向けて検討が必要であった。 

△「わかはとモデル」の生涯学習力を見取る４つの視点と基盤となる３つの視点が卒業後にどのよう

に生かされ，広がっているのかを調査，分析，検証する必要がある。 

家庭や地域との連携  

○ＰＴＡの際に保護者に研究の説明をしたり，生涯学習に関する保護者アンケートを実施したりする

ことで，本校の研究の理解を促し，保護者と同じ方向で児童生徒の学びを考えることにつながった。 

△地域の活用は各学部で授業実践の中で行われているが，生涯学習力を高めるための視点からも地域

展開によって得られる学びを必要なこととして共通理解するとともに，地域への発信や連携につい

てはまだ十分な状況とは言えないため，今後更に進めていく必要があると感じた。 
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「エピソードシート」の活用  

○事例対象の児童生徒のエピソードを基に「わかはとモデル」の視点での見取りを行うことで，以前

よりも児童生徒の意図や思い，成長と学びの広がりを分析できるようになってきた。 

△児童の夢や願いに立ち返って評価する視点が不十分だった。また，エピソードを記録し，分析する

ことに時間的な負担があった。今後更にエピソードシートを改善し，より使いやすく持続可能な評

価のツールにしていく必要があると感じた。 

その他 

○「私の応援計画」を活用し，児童生徒の夢や願いを大切にした授業づくりを進めることで，児童生

徒の主体性を引き出す授業につながった。 

○指導案の様式に「わかはとモデル」を組み込んだことで，関連を可視化できるとともに，生涯学習

力を見取る視点を生かした授業づくりや授業改善ができた。 

○「私の応援計画」「つながりミーティング」「わかはとモデル」のそれぞれの取組が，児童生徒や授

業づくりを中心としながら，つながることができた。 

△「わかはとシステム」の構築に向けて，「私の応援計画」「つながりミーティング」「わかはとモデル」

の関係性を明確にするとともに，持続可能なシステムづくりを更に進めていく必要がある。 

 

（２）次年度に向けて 

①「わかはとモデル」と育成を目指す資質・能力との関連性の検討 

本校は，児童生徒本人を中心に作成・活用する「私の応援計画」に基づき，生涯にわたって学び続

けていく資質・能力の育成に努めてきた。しかし，現在使用している生涯学習力を見取る視点である

「わかはとモデル」と現行の学習指導要領で示されている育成を目指す資質・能力の３つの観点との

関係については，十分に検討できていない。今後更に検討や検証を進めていきたい。 

②児童生徒の評価，学びの履歴の可視化 

学習指導要領の前文には，「児童生徒が，『生涯にわたる学習とのつながりを見通す』ためにもキャ

リア・パスポートは大切なものである」と示されている。今年度の研究を通して，「私の応援計画」の

重要性や継続性を更に感じた。今後，本人自身による評価や学びの履歴を可視化するツールであるキ

ャリア・パスポートとして「私の応援計画」を活用するなど，更なる充実を検討していく。 

③保護者，地域との更なる連携 

保護者，地域との連携はこれまでも大切にしてきたものである。しかし，今後も続いていく，「生涯

にわたる豊かな学び」に向け，ヒト・モノ・コトにどのようにつながっているのかを空間軸と時間軸

で児童生徒の変容を見取っていくためには，保護者や地域との更なる連携は必要不可欠であると考え

る。どのような点について連携を図るのか，どのような方法があるのかを次年度も考えていく。 

④「わかはとシステム」を中核とした教育課程の編成 

今年度，少しずつ見えてきた「わかはとシステム」を本校の教育課程の中に位置付け，今後も持続

可能な仕組みとして確立していく必要があると考えている。そのためには，先ほど述べた「私の応援

計画」の更なる充実や各種の教育計画の整理や関連を図っていきたい。 
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公開研究協議会の記録 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
             
              
              
          
   
              
              
             
 

シンポジウムの記録（グラフィックレコーディング※） 

Ｎｏ．１ ・・・・・  シンポジウム 登壇者 

Ｎｏ．２ ・・・・・  Ａさんの語り 

Ｎｏ．３ ・・・・・  Ｂさんと保護者の語り 

Ｎｏ．４ ・・・・・  元職員の語り 

Ｎｏ．５ ・・・・・  福祉関係者の語り 

 

講演の記録（グラフィックレコーディング） 

Ｎｏ．６～９・・・・  講演 

 

 

※グラフィックレコーディングとは、ホワイトボードや紙に、会議や議論などの内容を 

デザインとして可視化し、整理していく手法です。 
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シンポジウム 「夢や願いの実現に向けた高等部卒業後の豊かな学びとは？」 

公開研究協議会の記録 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
             
              
              
          
   
              
              
             
      

Ａ さん 
Ｂ さん 

Ａ さん 

Ｂさん 障害者就業・ 
生活支援センター 元職員 
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シンポジウム 「夢や願いの実現に向けた高等部卒業後の豊かな学びとは？」 

公開研究協議会の記録 

 
              

              
             
              
              
          
   
              
              
             
      

Ｂ さん 

Ｂ さん 

Ａ さん 

元職員 
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シンポジウム 「夢や願いの実現に向けた高等部卒業後の豊かな学びとは？」 

公開研究協議会の記録 
 

 

 

 
   
              
             
              
              
          
   
              
              
             
      

障害者就業・生活支援センター 
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講 演 「豊かな学びを未来につなげるために～ヒト・コト・モノをつなぐ対話を再考する～」 

弘前大学大学院 教育学研究科 教授 菊地 一文 様 

公開研究協議会の記録 
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講 演 「豊かな学びを未来につなげるために～ヒト・コト・モノをつなぐ対話を再考する～」 

弘前大学大学院 教育学研究科 教授 菊地 一文 様 

公開研究協議会の記録 
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